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 自転車も　ルールがあること　守ること

1 第９回定時社員総会報告
2 会長退任・就任のあいさつ
3 新役員紹介
4 理事会の動き
5 こんな仕事をしています
6 ７月は安全就業強化月間です！
7 熱中症に気をつけましょう
8 社会奉仕活動の報告
9 正・副地域班長及び役員合同会議の報告

10 ホームページリニューアルのお知らせ

今号の主な内容

令
和
に
邁
進
す
る

次
世
代
の
セ
ン
タ
ー
へ

�

会
長
　
永
野
　
武

　

梅
雨
ら
し
い
天
候
の
な
か
、
第
９
回
定

時
社
員
総
会
が
去
る
６
月
24
日
（
月
）
に

会
員
多
数
の
出
席
の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
毎
年
総
会
招
集
の
ご
案
内
を
熱
心
に

全
会
員
に
働
き
か
け
て
下
さ
る
地
域
班
長

の
ご
協
力
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
総
会
で
は
、
報
告
事
項
「
平
成
30
年

度
事
業
報
告
」
に
続
き
、
決
議
事
項
「
平

成
30
年
度
計
算
書
類
等
の
承
認
の
件
」「
会

員
会
費
規
程
の
一
部
改
正
の
件
」「
理
事

12
名
選
任
の
件
」「
監
事
２
名
選
任
の
件
」

と
多
く
の
議
案
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。
会

員
の
皆
様
に
は
、
長
時
間
に
わ
た
り
ご
審

議
い
た
だ
き
、
総
会
を
滞
り
な
く
進
行
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
に
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

議
事
進
行
で
は
、
司
会
を
庄
司
理
事
、

開
会
の
辞
を
大
西
副
会
長
が
行
い
、
会
長

挨
拶
の
な
か
で
は
平
成
30
年
度
事
業
実
績

の
概
略
や
、
平
成
30
年
度
よ
り
実
施
し
て

い
る「
就
業
開
拓
推
進
モ
デ
ル
セ
ン
タ
ー
」

の
取
組
状
況
に
つ
い
て
、
お
話
し
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
名
誉
会

長
の
渋
谷
金
太
郎
市
長
を
は
じ
め
、
来
賓

の
渋
谷
け
い
し
市
議
会
議
長
、
深
沢
ま
さ

子
福
祉
保
健
常
任
委
員
長
、
八
巻
浩
孝
健

康
福
祉
部
長
よ
り
ご
祝
辞
を
頂
戴
し
、
そ

の
後
、
会
員
47
名
の
方
々
の
表
彰
を
行
い

ま
し
た
。

　

議
長
に
は
赤
羽
理
事
が
選
任
さ
れ
、
開

会
宣
言
の
後
、
中
川
原
監
事
に
よ
る
監
事

報
告
、
岸
常
務
理
事
に
よ
る
報
告
事
項
及

び
決
議
事
項
へ
と
進
み
、
す
べ
て
原
案
ど

お
り
承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
て
、
セ
ン
タ
ー
事
業
は
「
第
２
期
中

期
計
画
」
も
折
返
し
地
点
を
通
過
し
、
令

和
２
年
度
に
最
終
年
度
を
迎
え
る
こ
と
か

ら
、
次
の
指
針
と
な
る
「
第
３
期
中
期
計

画
」（
仮
称
）
の
策
定
が
目
前
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
新
た
な
目
標
の
達
成
に
向

け
、
今
後
一
層
の
会
員
一
人
ひ
と
り
に
よ

る
「
口
コ
ミ
運
動
」
を
お
願
い
し
、
就
業

開
拓
並
び
に
会
員
増
強
に
繋
げ
る
と
と
も

に
、
事
業
運
営
に
対
す
る
提
案
や
ご
意
見

な
ど
も
お
寄
せ
い
た
だ
く
等
、
何
卒
、
ご

協
力
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。最
後
に
な
り
ま
す
が
、セ
ン
タ
ー

事
業
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
会
員
・
役

員
・
職
員
の
三
者
が
一
体
と
な
り
、
推
進

し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。
そ
し
て
地
域
社

会
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、
超
高
齢
社
会
の

一
翼
を
担
う
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と

な
れ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

今
後
も
清
瀬
市
を
は
じ
め
と
し
た
各
事
業

所
並
び
に
市
民
の
皆
様
に
は
、
セ
ン
タ
ー

事
業
へ
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

第
９
回
定
時
社
員
総
会
報
告
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去
る
６
月
24
日
清
瀬
市
児
童
セ
ン
タ
ー

に
て
行
わ
れ
た
第
９
回
定
時
社
員
総
会
を

も
っ
て
会
長
を
退
任
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
平
成
27
年
６
月
か
ら

２
期
４
年
間
の
就
任
で
し
た
が
、
着
任
当

初
は
、
セ
ン
タ
ー
事
業
は
過
渡
期
を
迎
え

て
お
り
ま
し
た
。
今
後
の
運
営
に
お
け
る

様
々
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
検
討
が
な
さ

れ
、
効
果
的
な
事
業
運
営
に
向
け
た
「
第

2
期
中
期
計
画
」
策
定
の
真
最
中
で
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
下
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
理
事
、
監
事
、
地
域
班
長
、
ま

た
多
く
の
会
員
の
方
々
や
関
係
者
の
皆
様

よ
り
温
か
い
ご
指
導
と
ご
支
援
、
ご
協
力

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

特
に
、
昨
年
度
行
わ
れ
た
第
13
回
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
フ
ェ
ア
は
、
設
立
40

周
年
記
念
事
業
と
位
置
づ
け
、
役
員
・
会

員
・
職
員
が
三
位
一
体
と
な
り
工
夫
を
凝

ら
し
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
威
勢
の
良
い

地
元
太
鼓
の
響
き
や
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
の
「
シ
ル
バ
ー
く
ん
」
の
登
場
に
よ

り
会
場
は
盛
り
あ
が
り
、
過
去
最
高
の
来

場
者
数
と
な
っ
た
こ
と
に
深
く
感
銘
を
受

け
ま
し
た
。
河
野
新
会
長
の
も
と
、
今
後

も
様
々
な
事
業
が
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
展

開
さ
れ
ま
す
こ
と
を
熱
望
し
て
お
り
ま
す
。

　

結
び
に
当
た
り
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域
に

密
着
し
た
事
業
を
推
進
し
、
清
瀬
市
を
は

じ
め
、
各
事
業
所
並
び
に
家
庭
の
皆
様
よ

り
信
頼
さ
れ
、
必
要
と
さ
れ
る
組
織
で
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
、

運
営
の
あ
り
方
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
会

員
一
人
ひ
と
り
が
就
業
や
社
会
奉
仕
等
の

活
動
に
お
い
て
そ
の
役
割
を
果
た
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
す
。
ど
う
か
、
当
セ
ン

タ
ー
の
発
展
の
た
め
、
会
員
皆
様
の
よ
り

一
層
の
ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

皆
様
の
ま
す
ま
す
の
ご
健
勝
を
祈
念
し

退
任
に
あ
た
っ
て
の
お
礼
の
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
清
瀬
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
に
多
大
な
る
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
ま

し
た
永
野 

武
会
長
の
後
任
と
し
て
、
６

月
24
日
の
理
事
会
に
お
い
て
会
長
に
就
任

い
た
し
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

　

さ
て
、
ご
承
知
の
と
お
り
、
セ
ン
タ
ー

を
取
り
巻
く
環
境
は
、非
常
に
厳
し
く
な
っ

て
お
り
ま
す
。
政
府
が
推
進
す
る
高
齢
社

会
対
策
で
は
、
エ
イ
ジ
レ
ス
に
働
け
る
社

会
の
実
現
に
向
け
、
高
齢
者
の
再
就
職
の

支
援
・
促
進
等
が
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
の

よ
う
な
働
き
方
の
多
様
化
に
伴
い
、
セ
ン

タ
ー
の
会
員
数
は
伸
び
悩
ん
で
お
り
ま
す
。

　

一
方
、
現
在
の
我
が
国
の
高
齢
化
率
は

28
・
１
％
で
、
今
後
毎
年
増
え
続
け
令
和

22
年
に
は
35
％
を
超
え
、
３
人
に
１
人
が

高
齢
者
と
い
う
将
来
が
推
計
さ
れ
て
お
り
、

高
齢
者
の
皆
様
が
生
涯
現
役
と
し
て
さ
ま

ざ
ま
な
形
で
社
会
参
加
を
し
て
い
た
だ
く

こ
と
は
、
地
域
社
会
に
と
っ
て
必
要
不
可

欠
な
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
そ
し

て
、
そ
の
一
翼
を
担
う
セ
ン
タ
ー
の
果
た

す
役
割
は
益
々
大
き
な
も
の
と
な
り
、
地

域
社
会
と
会
員
の
双
方
に
魅
力
あ
る
事
業

展
開
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
清
瀬
市

に
お
き
ま
し
て
も
、
セ
ン
タ
ー
の
役
割
に

つ
い
て
ご
理
解
い
た
だ
き
、
温
か
い
支
援

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
か
ら
、
さ

ら
な
る
行
政
と
の
連
携
強
化
を
図
り
就
業

機
会
の
拡
大
と
会
員
の
増
強
に
向
け
た
取

り
組
み
に
努
め
て
参
り
ま
す
。
ま
た
、
今

年
度
は
、
事
業
計
画
に
も
あ
り
ま
す
よ
う

に
、
連
合
本
部
と
の
協
働
に
よ
る
「
就
業

開
拓
推
進
モ
デ
ル
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
の

取
り
組
み
に
加
え
、
最
優
先
で
あ
り
ま
す

「
安
全
就
業
」
な
ど
課
題
は
山
積
し
て
お

り
、
責
任
の
重
さ
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
セ
ン
タ
ー
の
基
本
理
念
で
あ
り
ま

す
「
共
働
・
共
助
・
自
主
・
自
立
」
の
精

神
で
市
民
の
皆
様
か
ら
信
頼
さ
れ
る
セ
ン

タ
ー
を
目
指
し
て
、
一
層
の
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

結
び
に
、
会
員
の
皆
様
の
ご
支
援
、
ご

協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
会
長
と
し
て

成
長
し
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す

の
で
引
き
続
き
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
お
願
い

申
し
上
げ
、
就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

河
野　

昌
子

会
長
退
任
の
あ
い
さ
つ

会
長
就
任
の
あ
い
さ
つ

前
会
長永野　

武

会
長河

野　

昌
子



表彰者

　

セ
ン
タ
ー
事
業
に
貢
献
さ
れ

た
方
の
表
彰
が
あ
り
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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会
員
表
彰

斎
藤
美
代
子

能
登　

京
子

小
杉　

千
里

中
島　

靖
夫

関
口　

征
夫

斉
藤　

昭
三

野
本　
　

武

野
海　

弘
子

小
寺　

蓮
次

森
田　

知
子

藤
井　

一
子

丸
橋　

晧
男

新
井　

ト
シ

竹
輪　
　

博

牧
野　

晃
司

山
下　

芳
嗣

佐
々
木
邦
郎

大
西　

恒
彦

佐
藤　
　

洋

伊
藤　
　

晃

富
田　

四
郎

関
口　

徳
子

杉
野　

博
文

近
藤　

正
彦

沼
本　

哲
男

石
井　

和
子

畑
野
ミ
チ
子

田
村　

幸
一

平
山　

恭
弘

織
本　

文
雄

中
村　

靖
男

夏
井　

明
子

柴
田　

昌
男

兼
子　

一
典

大
熊　

健
雄

吉
田　

五
郎

奥
寺　

正
明

渡
邉　

敏
子

木
水　

静
吉

関
口　

十
一

荻
野　

次
郎

中
森　

明
男

深
沢　

綾
子

濱
中　

御
楯

渋
谷　

建
雄

白
石　

勝
雄

福
島　

猷
介総会当日に出席された表彰者の方々

平
成
30
年
度
決
算

貸借対照表の要旨
（平成３１年３月３１日現在）

資産の部 負債・正味財産の部

流 動 資 産 41,459,013 流 動 負 債 32,276,227

固 定 資 産 84,523,039 固 定 負 債 15,229,330

負 債 合 計 47,505,557

指定正味財産 0

一般正味財産 78,476,495

正味財産合計 78,476,495

資 産 合 計 125,982,052 負債・正味財産合計 125,982,052

正味財産増減計算書の要旨
（平成３０年４月１日から平成３１年３月３１日まで）

科　　　目 金　　額
受託事業収益 321,144,841
労働者派遣事業等受託収益 491,603
受取会費 1,702,000
受取補助金等 37,309,000
雑収益 336,115
事業費 346,255,992
管理費 12,222,662
正味財産期首残高 75,971,590
正味財産期末残高 78,476,495

会

長

河
野
　
昌
子

（
野
　
塩
）

副
会
長

池
永
　
靖
夫

（
旭
が
丘
）

常
務
理
事（
事
務
局
長
）

岸
　
　
典
親

　

理

事

小
川
美
栄
子

（
元

　
町
）

理

事

山
下
　
芳
嗣

（
上
清
戸
）

理

事

庄
司
　
信
義

（
中
清
戸
）

理

事

桝
井
ミ
ツ
ヱ

（
下
清
戸
）

新

役

員

紹

介
理

事

増
田
　
修
一

（
下
　
宿
）

理

事

藤
井
　
哲
郎

（
中
　
里
）

理

事

赤
羽
　
秀
夫

（
松
　
山
）

理

事

上
松
千
惠
子

（
竹

　
丘
）

理

事

池
田
　
初
治

（
梅

　
園
）

監

事

中
川
原
正
昭

（
上
清
戸
）

監

事

吉
川
　
好
郎

（
野
　
塩
）
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理
事
会
の
動
き

平
成
31
年
３
月
期
（
３
月
25
日
）

報
告
事
項

・	

事
務
局
の
報
告

・	

平
成
31
年
２
月
分
事
業
実
施
状
況
報
告

・	

役
員
選
考
委
員
会
の
報
告

・	

総
務
部
会
の
報
告

・	

地
域
班
長
会
議
の
報
告

・	

広
報
部
会
の
報
告

・	

安
全
管
理
委
員
会
の
報
告

・	

会
員
就
業
意
向
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
集
計

結
果

協
議
事
項

・	

正
会
員
の
平
成
31
年
３
月
分
及
び
４
月
１
日

分
入
会
・
平
成
31
年
２
月
分
退
会
の
承
認

・	

平
成
31
年
度
役
員
賠
償
責
任
保
険
料
の
徴
収

・	

平
成
30
年
度
収
支
補
正
予
算
（
案
）
の
承
認

・	「
職
員
就
業
規
則
」
及
び
「
準
職
員
就
業

規
則
」
の
一
部
改
正

平
成
31
年
４
月
期
（
４
月
22
日
）

報
告
事
項

・	

事
務
局
の
報
告

・	

平
成
31
年
３
月
分
事
業
実
施
状
況
報
告

協
議
事
項

・	

正
会
員
の
平
成
31
年
４
月
分
入
会
・
平
成

31
年
３
月
分
退
会
の
承
認

・	「
職
員
の
昇
任
に
関
す
る
基
準
」
の
一
部

改
正

・	

社
会
奉
仕
活
動
「
市
内
一
斉
清
掃
」（
５

／
26
）
の
参
加

令
和
元
年
５
月
期
（
５
月
27
日
）

報
告
事
項

・	

事
務
局
の
報
告

・	

平
成
31
年
４
月
分
事
業
実
施
状
況
報
告

・	

事
業
部
会
の
報
告

・	

総
務
部
会
の
報
告

・	

平
成
30
年
度
会
計
及
び
業
務
監
査

・	

安
全
管
理
委
員
会
の
報
告

・	

広
報
部
会
の
報
告

協
議
事
項

・	

正
会
員
の
令
和
元
年
５
月
分
入
会
・
平
成

31
年
４
月
分
退
会
の
承
認

・	

第
９
回
定
時
社
員
総
会
招
集
の
件

	

①�

定
時
社
員
総
会
開
催
日
時
・
場
所
の
件

	

②
会
議
の
目
的
事
項
の
件

　
ア
報
告
事
項

　
　（
ア
）
平
成
30
年
度
事
業
報
告
の
件

　
イ
決
議
事
項

　
　（
ア
）�

平
成
30
年
度
計
算
書
類
等
の
承

認
の
件

　
　（
イ
）�
会
員
会
費
規
程
の
一
部
改
正
の

件

　
　（
ウ
）
理
事
12
名
選
任
の
件

　
　（
エ
）
監
事
２
名
選
任
の
件

	

③
書
面
に
よ
る
議
決
権
行
使
	

④
役
割
分
担

・	「
地
域
班
設
置
規
程
」
及
び
「
地
域
班
活

動
補
助
基
準
」
の
一
部
改
正

会
費
納
入
に
つ
い
て

　

今
年
度
の
年
会
費
２
千
円
は
、
会
費

規
程
に
よ
り
令
和
元
年
５
月
末
日
ま
で

に
お
支
払
い
い
た
だ
く
事
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　

就
業
さ
れ
て
い
る
方
は
、
支
払
わ
れ

る
配
分
金
か
ら
控
除
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
が
、
未
就
業
の
方
は
大
変
恐
縮
で

す
が
事
務
局
ま
で
直
接
納
入
、
ま
た
は

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
に
て
お
振
込
み
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
な

お
、
お
振
込
の
場
合
は
、
金
融
機
関
の

お
振
込
み
明
細
を
も
っ
て
、
領
収
証
に

代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
会
費
の
使
途
は
シ
ル
バ
ー
保

険
料
等
の
一
部
に
充
当
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

▼
口
座
番
号

�

０
０
１
８
０
―
０
―
１
７
１
８
８
６

▼
口
座
名
義

　
公
益
社
団
法
人

�

清
瀬
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

セ
ン
タ
ー
事
業
に
お
け

る
会
員
皆
様
か
ら
の
ご
提

案
や
ご
意
見
等
を
い
た
だ

く
た
め
の
提
案
箱
を
事
務

所
出
入
口
の
脇
に
設
置
し

て
お
り
ま
す
。

　

提
案
用
紙
の
様
式
や
記

名
の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
。

お
気
軽
に
ご
投
稿
く
だ
さ

い
。

「
提
案
箱
」を
ご
利
用
く
だ
さ
い

令
和
元
年
６
月
期
（
６
月
17
日
）

報
告
事
項

・	

事
務
局
の
報
告

・	

令
和
元
年
５
月
分
事
業
実
施
状
況
報
告

・	

正
・
副
地
域
班
長
及
び
役
員
合
同
会
議
の

報
告

・	

広
報
部
会
の
報
告

・	

役
員
選
考
委
員
会
の
報
告

・	

平
成
30
年
度
指
定
管
理
者
（
有
料
自
転
車

等
駐
車
場
）
の
実
施
報
告

協
議
事
項

・	

代
表
理
事
の
業
務
執
行
「
第
９
回
定
時
社

員
総
会
の
招
集
に
伴
う
正
会
員
の
退
会
」

の
承
認

・	

第
９
回
定
時
社
員
総
会
決
議
事
項
「
理
事

12
名
選
任
の
件
」

・	

第
９
回
定
時
社
員
総
会
役
割
分
担

・	

第
９
回
定
時
社
員
総
会
シ
ナ
リ
オ
（
案
）

・	

役
職
員
研
修「
適
正
就
業
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

（
７
／
17
）
の
参
加

・	

第
５
地
域
Ｓ
Ｃ
「
安
全
就
業
推
進
の
つ
ど

い
」（
７
／
24
）
の
参
加

・	

全
国
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
協
会

定
時
総
会
（
６
／
20
）
の
出
席

令
和
元
年
６
月
期
臨
時
理
事
会（
６
月
24
日
）

協
議
事
項

・
会
長
、
副
会
長
及
び
常
務
理
事
の
選
定

・
専
門
部
会
（
総
務
・
事
業
・
広
報
）
の
選

任
・
各
専
門
部
会
長
の
互
選

・
安
全
管
理
委
員
、
就
業
適
正
検
討
委
員
の

選
任

・
正
会
員
の
令
和
元
年
６
月
分
入
会
の
承
認

・
令
和
元
年
度
主
要
事
業
実
施
計
画
（
案
）
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身体よし　まわり確認　道具よし

城
田
孝
一
郎
彫
刻
展
示
室	

　
　
　
　
　
管
理
受
付
業
務

三
好
　
洋
子

　

彫
刻
展
示
室
が
オ
ー
プ
ン
し
て
間
も
な

く
２
年
に
な
り
ま
す
が
、
残
念
な
こ
と
に

来
場
者
が
あ
ま
り
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ご

覧
い
た
だ
け
れ
ば
、
そ
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

さ
と
繊
細
さ
に
必
ず
心
を
動
か
さ
れ
る
と

思
い
ま
す
。
オ
ー
プ
ン
当
初
は
毎
週
土
・

日
曜
日
で
し
た
が
、現
在
は
、毎
月
第
２
・

４
日
曜
日
の
２
日
間
だ
け
、
２
人
で
交
代

し
て
、
管
理
受
付
と
し
て
就
業
し
て
い

ま
す
。
ほ
と
ん
ど
の
作
品
が
木
彫
の
た

め
冬
は
少
し
寒
い
で
す
が
、
暖
房
を
控

え
目
に
し
て
、
乾
燥
対
策
と
し
て
設
置
し

て
あ
る
水
入
れ
の
水
を
換
え
た
り
、
来
場

者
の
い
な
い
時
に
作
品
を
布
で
磨
き
な
が

ら
点
検
し
て
い
ま
す
。
城
田
先
生
が
、
お

客
様
と
い
ら
し
て
、
作
品
の
説
明
を
さ
れ

て
い
る
の
を
耳
を
ダ
ン
ボ
に
し
て
聞
い
て
、

勉
強
し
て
い
ま
す
。
こ
の
仕
事
に
携
わ
っ

て
か
ら
、
今
ま
で
あ
ま
り
関
心
の
な
か
っ

た
芸
術
？
に
ほ
ん
の
少
し
で
す
が
、
惹
か

れ
る
様
に
な
り
ま

し
た
。

松
浦
広
美

　

私
は
シ
ル
バ
ー

の
仕
事
を
始
め
て
、

丸
３
年
が
過
ぎ
ま

し
た
。
そ
の
中
の

一
つ
と
し
て
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ

こ
ん
な
仕
事
を

し
て
い
ま
す

ザ
で
開
催
さ

れ
て
い
る
、

城
田
孝
一
郎

先
生
の
彫
刻

展
の
受
け
付

け
を
さ
せ
て

頂
い
て
い
ま

す
。
仕
事
の

内
容
と
し
て

は
、
管
理
受
付
の
業
務
で
、
彫
刻
を
磨
い

た
り
、
床
の
お
掃
除
を
し
、
お
客
様
を
お

待
ち
致
し
ま
す
。
大
小
様
々
な
作
品
が
、

約
70
点
あ
り
、
圧
倒
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

先
生
に
お
会
い
す
る
機
会
が
あ
り
、
お

歳
が
91
才
と
お
聞
き
し
何
か
情
熱
を
持
っ

て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
は
、
お
若
く
て
生
き

生
き
と
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
だ
と
感
じ

ま
し
た
。
是
非
、
会
員
の
皆
様
に
も
、
足

を
運
ん
で
頂
い
て
迫
力
あ
る
作
品
を
見
て

頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

就
業
情
報

◯
屋
内
外
清
掃
作
業

○
駐
輪
場
管
理

○
ウ
エ
ス
加
工

○
市
報
配
布
業
務

○
ス
ー
パ
ー
品
出
し

（
７
月
５
日
現
在
）

＊�

最
新
の
就
業
情
報
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
就
業
情
報
専
用
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ

ル
及
び
各
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
等
掲

示
板
で
ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

（
原
則
毎
月
第
２
・
４
金
曜
日
更
新
）

Ｕ
Ｒ
Ｌ

　

https://w
ebc.sjc.ne.jp/kiyose

Ｔ
Ｅ
Ｌ

　

０
８
０
０
︱

８
０
０
︱

１
１
１
３

事業実績等
（令和元年５月）

■会員数	 860人
　（目標値	 955人）
　達成率	 90.1％
■契約金額	 52,063千円
　（目標値	 326,760千円）
　達成率	 15.9％
■就業率	 75.2％
　（目標値	 85.0％）
　達成率	 88.4％

城
田
孝
一
郎
彫
刻
展
示
室

＊
城
田
氏
の
代
表
的
な
作
品
を
展
示
し
て

い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

【
会
場
】�
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
ひ
ま
わ
り

３
階

【
開
室
】�

毎
月
第
２
・
４
日
曜
日�

 

午
前
10
時
～
午
後
３
時

三
好
会
員

松
浦
会
員
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７
月
は

安
全
就
業
強
化

月
間
で
す
！

会
員
証
の
再
発
行
及
び

連
絡
先
等
の
変
更
に
つ
い
て

　

会
員
証
を
見
や
す
い
デ
ザ
イ
ン
に
変

更
し
、
平
成
26
年
４
月
１
日
以
前
に
入

会
さ
れ
た
方
を
対
象
に
再
発
行
を
し
て

お
り
ま
す
。

　

ま
だ
再
発
行
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、

随
時
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
事
務
局
で
お
手
続
き
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
入
会
時
に
お
届
け
い
た
だ
い

た
住
所
等
に
変
更
が
あ
っ
た
際
は
、
速

や
か
に
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

特
に
、
緊
急
連
絡
先
は
、
緊
急
時
の
対

応
に
、
非
常
に
重
要
に
な
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
ご
協
力
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
会
員
証
と
一
緒
に
携
帯
を
お

願
い
し
て
い
る
「
Ｓ
Ｏ
Ｓ
カ
ー
ド
」
に

つ
い
て
、
紛
失

な
ど
で
お
手
元

に
な
い
方
は
、

改
め
て
お
渡
し

い
た
し
ま
す
の

で
、
事
務
局
ま

で
お
申
し
出
く

だ
さ
い
。

　夏季は年間で最も事故が多い時期となり、
当センターでは７月を「安全就業強化月間」
に設定しています。
　暑さにより、熱中症になる恐れや、判断
力の低下による事故などが発生する危険性
が高くなりますので、会員皆様も、より一
層安全就業への意識を高め、健康で安心し
て就業できるよう、ご留意いただき、事故
ゼロを目指しましょう！

「
健
康
診
査
」の
お
知
ら
せ

　

清
瀬
市
で
は
、
年
齢
に
応
じ
た
健
康
診
査

を
無
料
で
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
お
き
ま
し
て
も
、
日
頃
の

健
康
管
理
と
安
全
就
業
へ
の
取
り
組
み
と
し

て
、
必
ず
受
診
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
詳
細
は
健
康
推
進
課
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

清
瀬
市
役
所　

☎
４
９
２
―
５
１
１
１
㈹
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・十分な睡眠と、栄養バランスの良い食事をとって体調を整える
ことが大切です。 

・首を冷やすタオルや塩飴などの熱中症対策グッズや帽子・日傘
の活用、涼しい素材の服を着ることも効果的です。 

・外出時には冷たい飲み物を持ち歩きましょう。 

熱中症に気をつけましょう 

こまめに休憩し、 
水分・塩分を補給しましょう 

油断は禁物！ 

「おかしいな」と思ったら自分で 
判断せずに医療機関へ！！ 

平成 30年度は 33件の 
熱中症による事故報告がありました！ 
平成30年度は都内センターで33件の
熱中症による事故報告がありました︕
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 ちょっとした　チェック忘れが　大事故に  裏通り　危険待ち受け　要注意

４月から６月の入会者です。よろしくお願いします。

元
町

　

柴
山　

宣
久

　

西
澤　

成
一

中
清
戸

　

多
田　

德
治

　

泉
田　
　

一

　

亀
山　

愛
子

　

福
田　

智
子

　

沼　
　
　

襄

　

金
森　

信
行

　

森
田　

節
雄

下
宿

　

内
田　

恭
子

旭
が
丘

　

鴻
上　
　

博

　

石
橋　
　

昇

　

中
曽
根
久
美
子

　

岩
渕　
　

博

中
里

　

冨
田　

正
和

　

山
田　

勝
子

　

町
田　

泰
章

　

和
田　

京
子

　

石
山
登
志
子

野
塩

　

岩
本　

重
雄

　

高
橋　

良
子

松
山

　

宮
島　

義
昭

　

小
泉
き
み
子

　

関　
　

禮
子

　

上
田
ム
ツ
ミ

竹
丘

　

髙
谷　

秀
勝

　

江
口　

昌
喜

　

栗
原　

節
夫

　

吉
田　

宙
造

　

大
久
保
泰
子

　

大
久
保　

浩

新
し
い
仲
間

　

５
月
28
日
（
日
）、
令
和
に
入
っ
て
最

初
の
市
内
一
斉
清
掃
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

セ
ン
タ
ー
に
９
時
集
合
。
参
加
者
は
会

員
２
名
・
役
員
７
名
・
事
務
局
２
名
。
永

野
会
長
の
挨
拶
で
、
ゴ
ロ
合
わ
せ
（
５
月

30
日
で
ゴ
ミ
ゼ
ロ
）
の
お
話
が
あ
り
ま
し

た
。
３
名
ず
つ
に
分
か
れ
、
複
十
字
病
院

コ
ー
ス
・
ジ
ョ
ナ
サ
ン
コ
ー
ス
・
東
京
病

院
コ
ー
ス
を
廻
り
ま
し
た
。
５
月
と
は
言

え
猛
暑
日
（
32
度
）
で
強
い
日
差
し
の
中
、

地
域
周
辺
の
路
上
・
植
え
込
み
等
の
ゴ
ミ

拾
い
を
行
い
ま
し
た
。
途
中
で
、
路
上
の

草
取
り
を
し
て
い
る
方
が
い
ら
し
て
声
を

社
会
奉
仕
活
動
の
報
告

市
内
一
斉
清
掃

掛
け
る
と
、「
シ
ル
バ
ー
さ
ん
が
ゴ
ミ
拾

い
を
し
て
い
る
の
で
、
自
分
も
家
の
前
の

草
を
取
ろ
う
と
し
て
い
る
」
と
の
こ
と
で

し
た
。
暑
い
中
ご
苦
労
様
と
言
っ
て
別
れ
、

セ
ン
タ
ー
に
戻
り
、
ゴ
ミ
の
仕
分
け
を
行

い
ま
し
た
。
ゴ
ミ
の
中
に
は
タ
バ
コ
の
吸

殻
が
多
く
有
り
、
又
ビ
ニ
ー
ル
傘
の
骨
・

鎌
の
柄
の
な
い

物
、
瀬
戸
物
の

破
片
等
も
有
り

ま
し
た
。

　

次
回
、
時
間

の
あ
い
て
い
る

方
は
、
ぜ
ひ
社

会
奉
仕
活
動
に

参
加
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

　

左
記
の
と
お
り
、
市
民
と
行
政
、
事

業
者
の
共
同
に
よ
っ
て
開
催
さ
れ
る
イ

ベ
ン
ト
に
、
当
セ
ン
タ
ー
も
家
具
リ
サ

イ
ク
ル
班
が
参
加
い
た
し
ま
す
。

　

食
べ
物
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
開
設
さ
れ

る
他
、
清
瀬
の
豊
か
な
自
然
に
ふ
れ
る

と
と
も
に
、
新
し
い
環
境
技
術
の
紹
介

な
ど
も
行
わ
れ
、「
環
境
保
全
の
主
役

は
私
た
ち
市
民
で
あ
る
」
こ
と
を
、
来

て
・
見
て
・
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　

日
時　

令
和
元
年
７
月
27
日
（
土
）

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
3
時

会
場　

柳
瀬
川
河
川
区
域
及
び

　
　
　

台
田
運
動
公
園

き
よ
せ
の

環
境
・
川
ま
つ
り

に
参
加
し
ま
す
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令
和
元
年
６
月
５
日
（
水
）
午
後
２

時
よ
り
清
瀬
け
や
き
ホ
ー
ル
に
於
い
て

正
・
副
班
長
32
名
、
理
事
11
名
、
監
事

２
名
、
事
務
局
４
名
の
計
49
名
の
合
同

会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

永
野
会
長
よ
り
、
近
頃
の
気
候
は
日

替
わ
り
で
変
化
し
て
お
り
体
調
に
は
十

分
気
を
つ
け
、
夏
に
向
か
い
熱
中
症
等

に
も
注
意
い
た
だ
き
た
い
。
日
頃
の
就

業
、
社
会
奉
仕
活
動
、
シ
ル
バ
ー
事
業

に
協
力
す
る
と
同
時
に
、
安
全
第
一
に

ご
留
意
頂
き
た
い
。
ま
た
、
定
時
社
員

総
会
開
催
に
あ
た
り
協
力
頂
き
た
い
旨

の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
９
地
域
19
名
の
班
長
、
副
班
長

の
入
れ
替
え
が
あ
っ
た
た
め
、
役
員
を

含
め
て
自
己
紹
介
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

今
回
の
主
な
議
題

①�

吉
岡
局
長
代
理
よ
り
、
第
９
回
定
時

社
員
総
会
の
配
布
資
料
等
に
つ
い
て

内
容
や
配
布
期
日
の
説
明
が
あ
り
、

各
地
域
班
長
へ
配
布
の
協
力
依
頼
が

あ
り
ま
し
た
。

②�

岸
事
務
局
長
よ
り
、
平
成
31
年
２
月

25
日
以
降
の
事
業
報
告（
合
計
49
件
）

が
あ
り
、
主
な
項
目
と
し
て
は
就
業

体
験
講
習
、
財
団
会
長
会
議
、
今
年

も
盛
況
だ
っ
た
シ
ル
バ
ー
フ
ェ
ア
の

実
施
結
果
、
財
団
事
務
局
長
会
議
で

の
安
全
就
業
に
つ
い
て
等
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

③�

池
永
安
全
管
理
委
員
長
よ
り
、
30
年

度
に
発
生
し
た
事
故
の
報
告
が
あ
り
、

傷
害
事
故
に
関
す
る
注
意
喚
起
と
賠

償
事
故
防
止
対
策
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

　

�　

ま
た
、
令
和
元
年
度
安
全
管
理
委

員
会
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
の
説
明

と
、
こ
れ
か
ら
暑

く
な
る
た
め
熱
中

症
に
つ
い
て
の
注

意
喚
起
が
あ
り
ま

し
た
。

④�

河
野
理
事
よ
り
、

「
防
犯
灯
見
守
り

隊
」
の
参
加
に
つ

い
て
、
防
犯
灯
の

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
よ
り
球
切
れ
は
年
毎
に

減
少
し
て
い
ま
す
が
今
後
も
、「
清

瀬
を
明
る
く
す
る
防
犯
隊
」
と
し
て

活
動
の
幅
を
広
げ
る
こ
と
に
協
力
い

た
だ
き
た
い
と
の
お
話
が
あ
り
ま
し

た
。

⑤�

事
務
局
よ
り
、地
域
班
活
動
費
が「
地

域
班
活
動
参
加
会
員
一
人
当
た
り
２

０
０
円
（
年
２
回
ま
で
）」
補
助
で

き
る
よ
う
改
定
さ
れ
た
旨
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

⑥�

各
地
域
班
長
よ
り
、
活
動
状
況
の
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。
新
任
班
長
か
ら

は
前
任
者
の
や
り
方
を
踏
襲
し
て

徐
々
に
活
動
に
力
を
入
れ
て
い
き
た

下
清
戸
　
副
班
長

芦
澤
　
　
泉

【
お
詫
び
と
訂
正
】

第
１
５
８
号
７
頁
に
掲
載
し
た
名

簿
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫

び
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
訂
正
い

た
し
ま
す
。 地

域
班
活
動

に
ご
協
力
を

正
・
副
地
域
班
長
及
び
役
員
合
同
会
議
の
報
告

い
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
池
田
理
事
よ
り
、
長
時
間
に
わ

た
り
会
議
に
参

加
頂
い
た
こ
と

へ
の
感
謝
と
、

定
時
総
会
資
料

配
布
に
つ
い
て

改
め
て
お
願
い

し
た
い
と
の
閉

会
の
挨
拶
が
あ

り
ま
し
た
。

�

（
総
務
部
会
）
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今
年
の
５
月
に
は
、
猛
暑
日
・

真
夏
日
が
観
測
さ
れ
熱
中
症
注
意

が
報
道
さ
れ
ま
し
た
。
夏
本
番
を

迎
え
シ
ル
バ
ー
会
員
の
皆
様
も「
油

断
は
禁
物
！
」
熱
中
症
対
策
を
実

施
し
て
下
さ
い
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
地

域
の
旗
振
り
役
を
必
要
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
社
会
参
加
と
し
て
、
就

労
以
外
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
・

趣
味
・
学
習
・
健
康
づ
く
り
活
動

等
そ
の
他
、
友
人
・
隣
人
な
ど
と

の
交
流
を
、
積
極
的
に
実
践
し
て

下
さ
い
。
こ
れ
ら
「
や
る
べ
き
こ

と
が
あ
る
」
が
健
康
寿
命
を
延
ば

す
秘
訣
で
も
あ
り
ま
す
。
や
り
が

い
を
持
っ
て
毎
日
を
過
ご
す
こ
と

が
心
身
の
健
康
に
つ
な
が
り
ま
す
。

そ
れ
に
は
相
手
を
思
い
や
る
自
分

の
思
い
も
大
切
に
し
て
、
相
手
の

思
い
を
大
切
に
で
き
る
人
で
あ
っ

て
ほ
し
く
、
常
に
協
調
性
を
持
っ

て
、
好
き
勝
手
に
振
る
舞
う
こ
と

の
な
き
よ
う
前
向
き
に
頑
張
り
ま

し
ょ
う
。

　

日
々
の
行
動
の
中
で
、
心
を
か

る
く
し
た
い
時
も
あ
り
ま
す
。
そ

の
時
は
禅
の
教
え
で
「
放
て
ば
手

に
み
て
り
」
こ
れ
は
放
し
て
こ
そ
、

大
切
な
も
の
が
手
に
入
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
手
放
し
て
み
て
、
執

着
心
を
捨
て
て
ふ
だ
ん
着
で
自
然

に
、
ゆ
た
か
な
境
地
を
手
に
入
れ

て
み
ま
せ
ん
か
。

�

（
広
報
部
会
）

編 

集�

後 

記

原
稿
募
集

　

親
し
み
や
す
い
会
報
に
し
た
い
た
め
、

会
員
の
皆
さ
ん
か
ら
の
原
稿
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

　

俳
句
や
短
歌
、
詩
、
旅
行
記
や
身
近
な

話
題
、
又
写
真
や
絵
な
ど
、
な
ん
で
も
結

構
で
す
。
原
稿
は
５
０
０
字
以
内
で
ご
自

由
に
ご
投
稿
下
さ
い
。

　

ま
た
、
メ
ー
ル
で
も
受
け
付
け
て
お
り

ま
す
。

会

員

投

稿

シ
ル
バ
ー
川
柳

連
携
し　

同
志
相
互
の　

絆
深
め

口
コ
ミ
で　

知
人
友
人

�

仲
間
誘
い

個
の
集
ま
り　

街
の
活
性
へ

�

奉
仕
活
動

�

（
浜
平
　
健
）

ホームページ

リニューアル

のお知らせ

　

令
和
元
年
５
月
１
日
よ
り
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
全
面
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
い
た
し
ま
し
た
。

　

よ
り
見
や
す
く
、
ま
た
、
情
報
を
分
か
り
や
す
く
お

伝
え
で
き
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
な
る
よ
う
に
デ
ザ
イ
ン

や
構
成
を
改
善
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
皆

様
に
使
い
や
す
い
サ
イ
ト
を
目
指
し
て
、
内
容
を
充
実

し
て
参
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新URL ： https://webc.sjc.ne.jp/kiyose


